








Ⅴ 拡 充 編

柏 村 毅

地1 万5 ，000平方メートルを買収し，校舎3 棟，武道館，食

堂各1 棟ならびに野球場を次々に建設していった。

東急自動車学校の開校

昭和30年2 月21日，当社は，自動車交通の発展に応じて，

自動車の運転ならびに整備技術の向上を図り，斯界に寄与す

ることを目的として，学校法人東急自動車学校を設立した。

役員としては，理事長に当社社長五島昇，校長に当社専務柏

村毅が就任した。

本校としての教室ならびに事務所は，多摩川園の隣接地，大田区田園調布2 丁目1375番

地に置き，川崎市上丸子天神町の多摩川河川敷に約2 万3 ，000平方メートルの練習コース

を設置した。

同校は，昭和30年4 月7 日に開校したが，同年8 月31日には，東京都公安委員会から自

動車練習所の指定を受け，同校の教習修了者に対しては，実地試験免除の特典を得ること

となった。

さらに昭和32年3 月16日には，東京陸運局長から旅客自動車運送事業用自動車運転者の

教習所としての指定を受け，バスおよびタクシー運転手の養成を開始した。また翌33年2

月25日には，自家用自動車貸渡業（レンタカー）の営業を開始した。同校は，東横線沿線

という立地条件に恵まれたうえ，広大な練習コースを有することから，年々受講者が増加

し，昭和30年度の入学者数が1 か月平均174 人であったものが，34 年度には同じく1，005

人となった。

なお，現在は，河川敷コースを神奈川県に返還したので，事務所ともども，二子玉川園

隣接の世田谷区上野毛2 －28－1

に移転，開校している。

服装学園の開設

昭和31年12月に開館した東急文

化会館内には，4 階に東京田中千

代服装学園が，8 階に後述する天

文博物館五島プラネタリウムが開

設されたが，それぞれに当社会長

五島慶太と結びつきがあって，具多摩川園の隣りに開校した東急自動車学 校本校
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体化したものであった。

田中千代服装学園は，各種学校規程に基づく洋裁学校で，昭和8 年に田中千代意匠研究

所として発足以来，兵庫県芦屋市に本部を置くかたわら，京都，名古屋，福岡に姉妹校を

開校していた。校長の田中千代は，戦前から国際的服装デザイナーとして活躍し，戦後は

皇后陛下の専属デザイナーをつとめるなど，斯界の第一人者であり，関西地方で確固とし

た地位を築いていたが，かねてから東京への進出を企図していた。

この間，当社会長五島慶太は，友人の今村信吉から，その親戚に当たる田中千代の紹介

を受けていたが，たまたま当社の東急文化会館建設の趣旨と田中千代服装学園の東京進出

の意向が合致したため，同会館内に同校を開校することを決定した。

学校法人の設立認可申請の手続きは当社が行ない，昭和31年7 月14日，学校法人東京服

装学園の設置認可を受けたが，同年10月18日，名称を東京田中千代服装学園と変更した。

役員としては，理事長に綾部健太郎，常務理事に今村信吉，八木勇平，山本忍，理事に五

島慶太，五島昇，田中千代ら8 人が就任した。

次いで翌32年4 月12日，同学園は，約2 ，000人の新入生を迎えて開校式を挙行した。な

お，同学園は，昭和35年9 月15日，渋谷区宮下町に新校舎を建設して移転した。

2） 文化事業の拡張

五島プラネタリウムの開館

天文博物館五島プラネタリウムは，五島慶太が東京プラネタリウム設立促進懇話会の提

案を受入れて建設したものである。

わが国では，昭和12年3 月，東京（有楽町の東日会館）と大阪にそれぞれプラネタリウ

ムが開設されたが，東京のプラネ

タリウムは，戦災で焼失してしま

った。

昭和28年3 月，茅誠司（日本学

術会議会長）， 萩原雄祐 （東京天

文台長），岡田要（上野科学博物館

長）らが中心となって，東京プラ

ネタリウム設立促進懇話会を結成

し，青少年の科学教育の普及のた

め，都内におけるプラネタリウム プラネタリウムの初投影を観る関係者
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の建設を各方面に働きかけていたが，30年9 月6 日，同懇話会は，当社社長五島昇あてに

次のような書簡を送ってきた。

「今般貴社に於かれましては，渋谷宮益坂寄りに，東急文化会館の建設を発表せられ，既に着

工せられた由にうかがっておりますが，これこそ，東京プラネタリウムの設置場所としては，

その建物の文化性，渋谷駅頭という交通上の利便，学校町渋谷の特性等よりして，東京随一の

好適地であると確信いたします。さらに，電鉄会社としての特性，五島育英会により六つの学

校に於て子弟教育に当っておられる五島会長の教育に対する深い御理解並びに東急の大資本を

もって，この困難なプラネタリウム経営に当られれば，必ずや成功せられ，学術普及に絶大な

貢献をなされることと信じます。」

当社では，すでに東急文化会館の建設に着手していたが，五島慶太は同懇話会の依頼の

趣旨を受入れ，文化会館の名にふさわしいプラネタリウムの建設を決定し，次いで一部建

物の設計変更を行なった。建物の高さは，建築基準法により31メートルと規定されていた

が，プラネタリウムの丸いドームが建築制限を越えて，屋上に12メートル突き出ることと

なった。しかし，このドームの高さについては，東京都の建築審査会において，プラネタ

リウムの文化的意義が認められて建築が許可された。

プラネタリウムは，西独のカール・ツアイス社製の機械を輸入して設置し，昭和32年4

月1 日から一般に公開した。なお，このプラネタリウムは，設立者五島慶太の名を冠して

「五島プラネタリウム」と命名し，財団法人組織によって運営されることとなった。役員と

しては，理事長に五島慶太，常務理事に山本忍，伊藤日出登（文部省事務官）が就任した。

大東急記念文庫の設立

当社，京王帝都電鉄，小田急電鉄，京浜急行電鉄，東横百貨店の5 社は，昭和23年6 月1

日に当社再編成が行なわれたのを機会に，その記念事業の一つとして，昭和24年4 月20

日，財団法人大東急再編成記念図書館を設立した。同図書館設立の経緯について，五島慶

太は，『大東急記念文庫小史』のなかで次のように記述している。

「昭和23年7 月，私は京都大学に委託管理されてあった久原文庫を一括購入しました。たまた

ま23年5 月から6 月にかけて，大東京急行を東急・京王帝都・小田急・京浜急行・東横百貨店

の5 社に分割したのでありますが，その分割のときに，われわれが大東京急行として昭和17年

以来やってきて，ここで分れるのであるから何か記念となるようなものを一つ残そうじゃない

か，という議論が起りました。いろいろの案が出ましたが，ちょうど当時私がこの久原文庫を

買おうとしておったものですから，これを記念事業の一つとして大東急再編成記念図書館とし

て残そうじゃないかということを提案したところ，幸いみなさんの賛成を得たわけです。」
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また久原文庫についで， 久原鉱業の創立者久原房之助（五島昇夫人の父）は， 同 じ く

『大東急記念文庫小史』のなかで，次のように語っている。

「農商務省鉱山局長を勤めていた和田維四郎（号雲村）という人物は，古文書がとかく散逸し

易い，屏風や襖の裏張りにもなりかねないのを見て，いまのうちに何とか対策を講ずべきだと

してその収集を私にすすめた。私は，至極もっとものことだとすぐ賛意を表した。時は明治40

年頃だったと思う。それから彼は，日本中の本屋を動員して買い始めた。こうして集まった本

を，京都大学の先生たちが京都大学に保管させてくれないか，そうすれば無論保管の責に任ず

るとともに，広く世の学者にも見せる便宜もあるからとの懇望に対し，私は，それもよかろう

と京都大学に託したのであった。」

五島慶太が購入した久原文庫に，さらに昭和24年2 月に購入した井上通泰文庫を加え，

基本財産20万円，文庫費510 万円を5 社が出捐（えん）して，大東急再編成記念図書館が

発足した。役員としては，理事長に鈴木幸七（当社社長），理事に三宮四郎（京王帝都電鉄

社長），安藤楢六（小田急電鉄社長）， 井田正一（京浜急行電鉄社長）， 高橋禎二郎（東横

百貨店専務）が就任した。

同図書館の運営については，当社がこれを担当したが，設立後の数年間は戦後の輸送力

復興期に当たっていたため，当社では人的にも資金的にも図書館運営の余裕がなかった。

しかし，昭和29年に至って当社の復興 も所期の目的を達成し，新たな発展期を迎えること

となった。そこで同年5 月28日，名称を財団法人大東急記念図書館と，さらに同年8 月20

日には財団法人大東急記念文庫と改称して活動を開始した。

同文庫は，目黒区上目黒7 丁目1094番地所在の東急不動産所有地（当社が昭和18年に久

米民之助から買収し， 同社に譲渡したもの）1，400平方メートルを同社から譲受け，戦禍

を免がれた鉄筋コンクリート造り3 階建ての旧久米邸倉庫を書庫とし，当社が買収した世

田谷区玉川瀬田町の国光苑の建物

をこの地に移築して，閲覧室およ

び事務室とした。

同文庫の整理と資料作成に当た

ったのは，文化財保護委員会の文

部技官田山信郎，同是沢恭三，同

近藤喜 博，同 財 津 永次，文部事

務官谷川怜子，東京大学史料編纂

所の文学 博 士 吉 村 茂樹，同文学

博士坂本太郎，同村田正志，玉村 目黒区上目黒（ 大橋）に設けられ た大 東急記念文 庫
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竹二らで，昭和29年7 月末にその分類目録が完成した。

同文庫の内容は，旧久原文庫がその数1 万4 ，032点に及び，主として国書・漢籍・仏書・

古文書・古記録・名家筆蹟・拓本・印譜などであり，旧井上文庫が82点で，懐紙・書状・

画像・和歌・誌文・短冊などを主とした幅物であった。

昭和30年3 月16日から，同文庫は一般に無料公開された。同年6 月22日，同文庫所蔵の

絵画「白描絵料紙 理趣経」1 巻および書蹟「紙本著色絵 因果経」1 巻の2 点が国宝 に指

定されたが，そのほか25点が重要文化財の指定を受けている。なお，同文庫は，昭和35年4

月18日，五島美術館の完成により，同美術館内に移転された。

五島美術館の建設

わが国の実業家のなかには，事業のかたわら趣味として収集した美術品をもとにして美

術館を建設し，一般の鑑賞に供している例が多くみられる。 その代表的なものとして，逸

翁美術館（小林一三）， 根津美術館（根津嘉一郎）， ブリヂストン美術館（石橋正二郎），

大原美術館（大原総一郎），山種美術館（山崎種二），出光美術館（出光佐三），畠山美術館

（畠山一清），白鶴美術館（嘉納治兵衛）， 大倉集古館（大倉喜八郎）， サントリー美術館

（鳥井信治郎）などがあるが，五島美術館も五島慶太が収集したわが国の古美術品をもと

にして設立されたものである。

五島慶太は，戦前，播丹鉄道，参宮急行電鉄など関西の鉄道事業にも関係していたとこ

ろから，各社の重役会に出席した際に，寸暇をさいて京都，奈良，大阪などに点在する古

寺・名刹を巡礼し， わが国伝来の古美術を鑑賞するのを楽しみにしていた。こうした機縁

によって五島慶太は，古写経の収集，禅道の研究，茶道への精進を趣味 とし，茶 人 と し

て，また古美術の愛好家として知られるようになった。そして，五島慶太は，昭和33年4

月18日に喜寿を迎えるのを記念し

て，自ら収集した墨蹟・絵画・陶

磁器などの美術品を永久に保存す

るとともに，一般の鑑賞用に提供

することを申出た。

昭和33年3 月12日，当社は，五

島慶太個人の申出を受入れて，社

内に取締役三宮四郎を委員長とす

る美術館設立準備委員会を設置し

た。そして，関連会社および京王平 安朝風のたたず まいの五島美術館
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帝都電鉄，小田急電鉄，京浜急行電鉄など関係各社に協力を求め，五島慶太 の 喜寿 を祝

い，各社の協同出資による美術館の建設を企図したのである。同年4 月16日，井上定雄，

安藤楢六，田中百畝，大矢知昇，高橋禎二郎，大川博， 木下久雄， 綾部健太郎， 三 宮 四

郎，賀屋興宣，五島慶太，五島昇，柏村毅，吉次利二，川鍋秋蔵の15人により五島美術館

設立発起人会が結成された。

昭和33年10月26日，当社は，文部大臣に対し，五島美術館設立の仮申請書を提出し，翌34

年3 月2 日，東京大学教授・芸術院会員吉田五十八の設計になる五島美術館の建設工事

に着手した。その概要は， 敷地が五島邸隣接地の世田谷区玉川上野毛町111 番地6 ，369平

方メートル，鉄筋コンクリート造り平家建て，一部地下室，延べ面積1 ，475平方メートル

で，清水建設が施工した。しかし，昭和34年8 月14日，五島慶太は，心待ちにしていた五

島美術館の完成を見ずに死去してしまった。

五島美術館の建設は，その後も順調に進捗し，昭和34年11月25日，財団法人五島美術館

が設立された。役員としては，理事長に五島昇，常務理事に木下久雄，三宮四郎，理事に

安部能成（元学習院院長），伊藤日出登，賀屋興宣，唐沢俊樹，高橋誠一郎（慶応義塾大学

教授），田山信郎，畠山一清（荏原製作所社長）， 吉川英治（作家）， 吉田五十八，監事に

赤川穣，八木勇平がそれぞれ就任した。そして昭和35年4 月18日，五島慶太の誕生日に五

島美術館は開館した。

なお，五島美術館の蔵品は，五島慶太の収集した古写経・墨蹟・歌切・絵画・茶器など518

点と， 同美術館設立に当たって譲受けた旧高梨仁三郎（小網商店社長）コレクション

の絵画・歌切・茶器・陶器・考古品など93点，および旧守屋考蔵（弁護土）コレクション

の出土馬具・古鏡類など310点，その他3 点，総数924点であった。これら蔵品のうち，国

宝の指定を受けているものは，次の4 点である。

絵画 「源氏物語絵巻」 絵4 面，詞9 面

絵画 「紫式部日記絵詞」 絵3 面，詞3 面

考古 「日向国西都原古墳出土金銅馬具類」

書蹟 「古林清茂墨蹟」

そのほか重要文化財に43点，重要美術品に104 点が指定を受けていた。
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